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本書は，ICT 産業の環境において，オープ

ン化やグローバル化に伴い競争優位がどのよう

に変化するのかを解明する「新たな戦略」の学

術書である。著者は，オープン標準化に伴い技

術情報を複数企業が共有し，かつ先進国企業と

新興国企業が特定産業でビジネス・エコシステ

ム環境が形成されると，ネットワーク効果が発

生しやすいとする。そうした環境下ではプラッ

トフォーム戦略が有効となることが多い。この

戦略は企業が製品のサービスや種類を提供する

のでなく，やりかたの提供を意味している。こ

うした着想に基づき本書はプラットフォーム戦

略をとる企業の行動と成功条件を明らかにしよ

うとする。対象産業は，携帯電話，半導体製造

装置，PC，車載エレクトロニクスなどである。

本書は９章および補遺から成るが，特に４章の

半導体製造装置産業企業の戦略分析が注目され

る。パネルデータ分析などによって，「ハブへ

のポジショニング」「オープン標準対応製品の

販売」「新興国市場への販売」の関係と動態プ

ロセスを解明する定量的実証分析は重厚かつ明

快である。

プラットフォーム戦略を成功させたアプライ

ドマテリアル社の軌跡は，取引ネットワーク図

と取引コミュニティー系統推移によって明らか

にされている。製造装置取引データと販売額か

ら作成したパネルデータ分析は，少なくとも我

が国の国際経営研究としては稀有であり新奇で

ある 。パネルデータ分析については有用性お

よび可能性が指摘されて久しいが，多国籍企業

戦略分析に援用した研究は画期的である。

全体を通して，リサーチデザインに統計分析

に先立ち予備調査としてインタビュー（20 社）

を組み込み，論旨展開が丁寧かつ精緻である。

評者は当該分析の専門家ではないが，回帰モデ

ル２種（線形加法モデル，交互作用モデル），

とネットワーク分析を併用し手堅い。総合し

て，競争戦略論，プラットフォーム，オープン

標準，ビジネス・エコシステム，アーキテク

チャ研究に貢献する内容である。

ただし課題も残されている。著者はミクロ事

例研究の限界を述べ，定量研究の重要性を強調

する 。確かにその通りだが，本書も特定産業

の特定分野の特定時期における動態分析に留ま

る。オープン化やグローバル化は全産業にみら

れ，有効なのか。そうでない産業とのプロセス

比較を示せば一層説得力を増すであろう。

本書の一読を学術研究者や調査者へお薦めし

たい。なお今年第８回多国籍企業学会賞（入江

猪太郎賞）を受賞したことを付記する。

（かじうら まさみ）
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